
名
寄
市
の
平
成

年
度
各
会
計
予
算
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

21

健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
の
健
全
化
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進

を
念
頭
に
、
総
合
計
画
の
具
現
化
を
最
優
先
に
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

財
源
調
整
的
な
財
政
調
整
基
金
も
ほ
ぼ
底
を
つ
き
、
基
金
に
依
存

し
た
財
政
運
営
も
限
界
に
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
行
財
政
改

革
推
進
実
施
本
部
を
立
ち
上
げ
、
既
得
権
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
も
引
き
続
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
財
政
改
革

21

に
取
り
組
む
こ
と
で
財
源
確
保
を
図
り
、
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
調
整
し
な
が
ら
、
将
来
の
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各会計予算総括表

平
成

年
度
予
算
特
集

21
目
標
と
す
る
将
来
像
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

区 分 予 算 額

一 般 会 計 199億8,215万4千円

国民健康保険【保険事業】 31億8,337万8千円

国民健康保険【直診】 1億2,757万5千円

特 老 人 保 健 事 業 1,328万2千円

介護保険【保険事業】 18億2,311万8千円

別 介護保険【ｻー ﾋ゙ ｽ事業･名寄】 6億8,792万8千円

介護保険【ｻー ﾋ゙ ｽ事業･風連】 4億5,619万3千円

会 下 水 道 事 業 17億1,323万4千円

個別排水処理施設整備事業 7,920万4千円

計 簡 易 水 道 事 業 4,112万3千円

公設地方卸売市場 3,663万円

食肉センター事業 405万8千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億7,794万6千円

小 計 84億4,366万9千円

一般会計＋特別会計 284億2,582万3千円

企業 病院事業会計 105億9,848万4千円

会計 水道事業会計 9億3,668万5千円

総 計 399億6,099万2千円

風 連 特 例 区 予 算 6,152万5千円

１９９億８,２１５万４千円

一般会計歳入と市税の内訳 (単位：千円)

市　税

15.1%

3,022,294

地方交付税

39.3%

7,860,000

国庫支出金

9.7%1,941,673

道支出金

4.7%

930,622

市　債

14.1%

2,819,200

諸収入

5.9%
1,183,268

その他

11.1%

2,225,097

一般会計歳入

単位：千円

都市計画税 6.0%180,044
市たばこ税 7.3%221,119
軽自動車税 1.5%45,478

固定資産税 37.5%1,132,961 市民税 47.7%1,442,692

市の財源不足に対し

て、国から交付され
るお金

一般会計歳入予算のうち、市税

を市民一人当たりに換算すると

96,847円となります。

市が長期間借
り入れるお金

主に､市が貸した
お金の返済金

平成21年度
市政執行方針と予算
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特定の事業やサービスを提供するために、利用者からの保険料
や使用料などを財源として事業を運営するために設けられた会
計のことをいいます。

特別会計とは

自ら事業を行い、その事業で得た財源で運営する、民間企業と
同様の経理をする会計のことをいいます。

企業会計とは

市の財政は一般会計、特別会計、企業会計からなっており、土
木費や教育費など行政運営の基本となる会計のことをいいます。

一般会計とは

一般会計予算総額

一般会計歳出予算を市民一人あ

たりに換算すると、64万310円

(平成21年1月末日現在の住民基

本台帳人口3万1,207人による)

になります。

目的別にすると主なものは次

のとおり。

衛生費 73,394円

教育費 117,767円

公債費 91,252円

民生費 113,810円

農林業費 25,751円

公債費とは、市の借入金返
済のために使われるお金で、
一般会計歳出予算全体の14.3
％を占めています。

その他

8.0%

1,578,924

繰出金

8.3%

1,650,745

補助費等

14.9%

2,954,649

物件費

10.3%

2,034,993

普通建設事業費

18.5%

3,655,630

公債費

13.3%

2,634,212

扶助費

7.5%

1,480,924

人件費

19.1%

3,776,671

一般会計目的別歳出 (単位：千円)

商工費 25,157円

土木費 74,180円

６４０，３１０円

一般会計性質別歳出 (単位：千円)

8.4%

議会費 0.8%169,136
総務費 4.2%828,632

民生費

17.8%

3,551,681

衛生費

11.5%
2,290,407

労働費

0.3%

57,815

農林業費

4.0%
803,618

商工費

3.9%
785,069

土木費

11.6%

2,314,942

消防費

3.1%621,135

教育費

18.4%

3,675,158

公債費

14.3%

2,847,712

職員費

10.1%

2,021,844

その他

0.1%15,005

一般会計歳出

単位：千円

4.1%

市民一人当たりの歳出額

平成21年度
市政執行方針と予算

※純計控除215,406千円：借換債とごみ処理手数料について歳入歳出
の重複分を控除しています。
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平成21年度市政執行方針と予算
市政推進の基本的な考え方

市
民
と
行
政
と
の
協
働

こ
こ
に
、
市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
を
申

し
上
げ
ま
す
。

一
点
目
は
、
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
」
に
つ

い
て
で
す
。

自
立
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
の
提

供
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
と
市
民
が
参
加
で

き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
（
仮
称
）
「
自
治
基

本
条
例
」
の
制
定
と
小
学
校
区
を
区
域
と
す
る
地

域
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
お
よ
び
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

二
点
目
は
、
「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
に
つ
い

て
で
す
。

市
税
な
ど
収
入
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、
総
合

計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
の

新
し
い
名
寄
市
が
誕
生
し
て
か
ら
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
融
和
を
基
本
に
、
１
０
０
年
有
余
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
人
の
力
を
結
集
し

て
、
「
住
ん
で
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
構
造
改
革
が
進
展
す
る
中
で
、
財
政
破
綻
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

多
く
の
地
方
自
治
体
が
疲
弊
に
苦
し
み
、
地
域
間
格
差
の
拡
大
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨

年
の
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
的
な
金
融
危
機
は
、
１
０
０
年
に
１
度
の
緊
急
事
態
と
言
わ
れ
、
自
動
車
・
家

電
な
ど
輸
出
産
業
を
中
心
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
雇
用
の
崩
壊
、
消
費
の
急
激
な
縮
小
な
ど
、
わ
が
国

の
経
済
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
、
今
後
数
年
間
、
本
市
の
厳
し
い
行
財
政
運
営
に
も
拍
車
が
か
か
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
合
併
に
よ
る
行
財
政
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
、

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
、
事
業
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
目
標
と
す
る
将
来
像
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
と
し
、
課
題
の
解
決
を
先
送
り
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
将
来
を
見
据
え
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

強
化
と
組
織
・
機
構
の
ス
リ
ム
化
、
事
務
・
事
業

の
一
元
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
名

寄
・
風
連
両
地
区
の
類
似
す
る
公
共
施
設
の
統
廃

合
お
よ
び
老
朽
化
に
伴
う
改
修
計
画
の
具
体
的
な

検
討
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
職
員
の
資
質
向
上

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
庁
内
講
師
に
よ
る
新
人

職
員
研
修
の
実
施
な
ど
、
研
修
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興

三
点
目
は
、「
活
力
を
も
た
ら
す
産
業
の
振
興
」

に
つ
い
て
で
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
確
保
を
図
る
た
め

に
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
や
製
造
業
等
が
元
気
に

展
開
し
、
観
光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
が
重

要
で
す
。
産
学
官
の
連
携
を
強
化
し
、
食
の
安
全
、

地
産
地
消
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ま
ち
な

か
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

心
豊
か
な

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

市
の
教
育
活
動
は
新
し
い
名
寄
市
が
誕
生
し
て
以
来
、

年
々
充
実
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
度
も
引

き
続
き
「
知
性
と
感
性
を
み
が
き
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
人

と
薫
り
高
い
文
化
を
育
み
、
希
望
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
市
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
教
育
行

政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
で
は
、
昨
年
３
月
に
小
中
学
校
の
新
し
い
学
習
指

導
要
領
を
告
示
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
新
年

度
か
ら
は
教
育
課
程
編
成
の
手
引
き
の
作
成
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
本
格
実
施
に
向
け
て
の
移
行
措
置
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
法
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
学
校
は
教
育
活
動
そ
の
他
の
学
校
運
営
の
状

況
に
つ
い
て
学
校
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
結
果
に
基

づ
い
て
改
善
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
の
諸
活
動

に
係
る
点
検
評
価
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
名
寄
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ

の
適
切
な
対
応
に
努
め
、
今
後
の
国
の
動
向
も
見
極
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成

年
度
に
お
け
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

21

の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
名
寄
市
も
引
き
続
き
参

加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
・
学
習
状
況
の
更
な
る
把

握
と
そ
の
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
昨
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
全
国
体
力

・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
に
も
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
の
体
力
や
運
動
習
慣
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
体
力
向
上
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針
か
ら

平
成

年
度
市
政
執
行
方
針
か
ら

21
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平成２１年度の予算編成 国
と
名
寄
市
の
予
算
編
成

国
の
平
成

年
度
予
算
は
、
「
経
済
財
政
運
営

21

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
」
等

に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
基
本
的
方
向

性
を
維
持
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
世
界
の
経
済

金
融
情
勢
の
急
激
な
変
化
を
受
け
、
歳
入
環
境
が

急
速
に
悪
化
し
て
い
る
状
況
を
念
頭
に
、
国
民
生

活
と
日
本
経
済
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
編
成
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
基
本

方
針
２
０
０
６
」
等
に
沿
っ
た
国
の
歳
出
予
算
に

合
わ
せ
て
、
給
与
関
係
経
費
や
地
方
単
独
事
業
が

抑
制
さ
れ
た
も
の
の
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
地
方
の
切
実
な
声
を
踏
ま
え
、
生
活

防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
基
づ
き
、
地
方
交
付

税
の
増
額
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
総
額
は

兆
５

82

５
５
７
億
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は

兆
８
２
０
２
億

15

円
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地

方
交
付
税
は

兆
９
６
８
８
億
円
と
な
り
、
前
年

20

度
比

・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
な
伸
び
率
と
な

15

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
中
に
、
歳
出

の
特
別
枠
と
し
て
、
昨
年
の
「
地
方
再
生
対
策
費
」

に
加
え
、
新
た
に
、
「
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
」

が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
の
厳
し
い
財
政
事
情

に
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

名
寄
市
の
平
成

年
度
各
会
計
予
算
は
、
地
方

21

公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
の
健

全
化
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
を
念
頭
に
、

総
合
計
画
の
具
現
化
を
最
優
先
に
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

新
規
事
業
で
は
、
東
小
学
校
屋
内
運
動
場
実
施

設
計
、
認
定
こ
ど
も
園
運
営
支
援
事
業
、
南
２
丁

目
通
踏
切
拡
幅
改
良
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業

に
お
け
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
取
得
事
業
な
ど

を
。
ま
た
、
継
続
事
業
で
は
、
市
立
天
文
台
整
備

事
業
、
北
斗
・
新
北
斗
団
地
建
替
事
業
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事
業
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
多
く
の
事
業
を
盛
り
込
み
、
地
域

経
済
や
雇
用
に
も
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
案
は
１
９
９
億
８
２
１
５
万

４
千
円
で
、
前
年
度
比
８
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
14

億
９
７
９
６
万
１
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

９
つ
の
特
別
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比
３
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
減
の

億
４
３
６
６
万
９
千
円
。

84

企
業
会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比

・
３
パ
ー
セ

12

ン
ト
増
の
１
１
５
億
３
５
１
６
万
９
千
円
。
全
会

計
の
総
額
で
は
、
前
年
度
比
６
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

増
の
３
９
９
億
６
０
９
９
万
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
風
連
特
例
区
会
計
の
予
算
案
は
、
前
年

度
比

・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
６
１
５
２
万
５
千

13

円
と
な
り
ま
し
た
。

財
源
調
整
的
な
財
政
調
整
基
金
も
ほ
ぼ
底
を
つ

き
、
基
金
に
依
存
し
た
財
政
運
営
も
限
界
に
来
て

い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
、
行
財
政
改
革
推
進
実
施

本
部
を
立
ち
上
げ
、
既
得
権
や
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。

平
成

年
度
も
引
き
続
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

21

っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
で
財
源
確
保

を
図
り
、
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
な

が
ら
、
将
来
の
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
す
こ
と
が

な
い
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
「
自
立
」
と
「
共
生
」

を
北
海
道
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
定
め
、
平
成

年
20

度
よ
り
新
長
期
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
教
職
員
の
意
欲
と
資
質
の
向
上
を
目
指
し

て
「
学
校
職
員
評
価
制
度
」
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
諸
施
策
に
つ
い
て
も
道
の
今
後
の
動
き
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
適
切
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。名

寄
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

年
度
全
国
学
力

20

・
学
習
状
況
調
査
に
基
づ
い
た
名
寄
市
に
お
け
る
指
導

改
善
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
去
る

月
に
名
寄
市
教
育

12

研
究
所
か
ら
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
各
学
校
に
お
け
る
学
習
活
動
の
あ
り
方
と
併

せ
て
、
家
庭
で
の
学
習
環
境
に
視
点
を
あ
て
た
５
つ
の

提
言
、

の
方
策
が
示
さ
れ
て
お
り
、
新
年
度
に
お
け

23

る
教
育
活
動
推
進
の
指
針
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
度
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
名
寄
市

20

小
中
学
校
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
で
は
、
全
国
的
に
生

徒
指
導
上
の
問
題
が
多
発
し
て
い
る
中
、
名
寄
市
に
お

け
る
事
故
の
未
然
防
止
に
係
る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
生

徒
指
導
に
係
わ
り
ま
し
て
は
今
年
度
も
引
き
続
き
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
昨
年
度
設
置
い
た
し
ま
し
た
「
名
寄
市
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
も
地
域
の
教

育
力
向
上
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
り
、
地
域
住
民

・
各
種
団
体
等
が
連
携
し
て
学
校
を
支
援
す
る
体
制
を

整
え
る
た
め
に
新
年
度
は
新
た
な
対
象
中
学
校
区
を
加

え
る
な
ど
、
そ
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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